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カナダの⾦融市場動向
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カナダ・ドルは、対円で上昇しました。また、
カナダ5年国債利回りも上昇しました。

⽶国の雇用統計が良好な結果になったことを
受けて、⽶債利回りが上昇したため、カナダの
国債利回りは上昇しました。⾦利の上昇に連れ
てカナダ・ドルは対円で値を上げました。

カナダの経済指標では、貿易収⽀と雇用統計
が発表されました。貿易収⽀は直近⾚字が続い
ていましたが、自動⾞、⾦属鉱⽯及び航空品が
輸出を牽引した結果、久々の⿊字となり、カナ
ダ資産にとってプラスの材料となりました。雇
用統計に関しては、雇用者数は弱含んだものの、
賃⾦上昇率が予想を⼤幅に上回りました。

先週の回顧

今週、カナダでは住宅関連の指標の発表が複
数予定されています。また、カナダ銀⾏（中央
銀⾏）の⾦融政策決定会合が予定されており、
政策⾦利は据え置き予想となっています。カナ
ダに関しては、年内の政策⾦利据え置きの⾒⽅
が優勢となっており、今後の⾦融政策について
どのような声明文を出すかに注目が集まります。

足元では、⽶国の良好な雇用統計を受け、⽶
国の過度な利下げ観測が後退しており、⽶国⾦
利が上昇しているため、カナダの⾦利、通貨を
下⽀えすることが期待されます。

今週の⾒通し

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが⼀致しない場合があります。

カナダ ⾦利推移

（出所）Bloomberg等より⼤和投資信託作成

カナダ・ドル 為替推移
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